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平
成 

23

年
11

月
16

日

（
水
）
晴
れ 

集
合
場
所 

Ｊ
Ｒ
岸
辺
駅 

順
路 
Ｊ
Ｒ
岸
辺
駅
→
旧
岸
部

東
村
の
ま
ち
な
み
と
大
光
寺

→
旧
中
西
家
住
宅
→
七
尾
瓦

窯
跡
→
吉
志
部
神
社
→
紫
金

山
公
園
→
吹
田
市
立
博
物
館

→
Ｊ
Ｒ
岸
辺
駅 

①
旧
中
西
家
住
宅
で
は
、
吹

田
市
吉
志
部
文
人
墨
客
迎
賓

館 

館
長 

梅
田
様
の
お
世

話
に
な
り
、 

解
説
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
樫
寿
、
河
谷
、
荒
川
、

小
堀
、
森
川
、
澤
田
、
橋
本

さ
ん
た
ち
に
説
明
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。 

②
吹
田
市
立
博
物
館
で
は
、

学
芸
員 

五
月
女
さ
ん
に
館

内
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

本
当
に
有
り
難
う
御
座
い
ま

し
た
。 

奈
良
時
代
と
平
安
時
代
に

宮
殿
の
瓦
を
焼
く
、
一
大
生

産
地
だ
っ
た
吉
志
部
の
古
い

集
落
・
旧
中
西
家
住
宅
（
吹

田
吉
志
部
文
人
墨
客
迎
賓

館
）
と
紫
金
山
と
吹
田
市
立

博
物
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

旧
岸
部
村
を
ご
存
じ
で
す

か
？
。
旧
岸
部
東
村
集
落
（
岸

部
中
）今
で
も
村
の
中
の
道
沿

い
に
昔
の
家
並
み
が
続
き
落

ち
着
い
た
集
落
で
吹
田
市
都

市
景
観
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。現
在
の
景
観
は
江
戸
期
の

図
面
に
描
か
れ
た
屋
敷
割
や

東
西
・
南
北
に
通
る
道
の
状
況

等
と
大
き
く
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、旧
岸
部
東
村
の
雰
囲
気
が

よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
岸
辺
駅
は
ご
存
じ
で
し

ょ
う
が
、岸
辺
と
言
う
地
名
は

有
り
ま
せ
ん
。町
名
は
岸
部
で

す
。 

旧
中
西
家
住
宅
（
吹
田
吉
志
部

文
人
墨
客
迎
賓
館)  

 
 

江
戸
時
代
の
学
者
で
漢
詩

人
で
も
あ
っ
た
廣
瀬
旭
莊
が

「
其
宅
華
麗 

殆
類
候
居（
華

麗
で
、諸
候
が
住
ま
う
家
の
よ

う
だ
）」
と
讃
え
た
旧
中
西
家

住
宅
は
、
平
成
15
（2003

）

年
に
主
屋
・
長
屋
門
・
勘
定
部

屋
・
土
蔵
な
ど
計
７
棟
が
国
の

登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
、
さ
ら
に
平
成
18
（2006

）

年
に
市
の
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。 

文
化
財
を
吹
田
市

の
た
め
に
役
立
て

た
い
と
い
う
中
西

家
の
御
厚
志
に
よ

り
、
平
成
19

年

（2007

）
年
1
月

22
日
に
家
具
や
調
度
品
、
絵

画
や
古
文
書
な
ど
の
文
化
財

と
と
も
に
、
吹
田
市
に
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

旧
中
西
家
住
宅
（
吹
田
吉

志
部
文
人
墨
客
迎
賓
館
）
は
、

文
化
人
を
あ
た
た
か
く
迎
え

て
き
た
中
西
家
代
々
の
こ
こ

ろ
と
培
わ
れ
た
豊
か
な
歴
史

や
文
化
を
伝
承
す
る
と
と
も

に
、
大
切
な
お
客
さ
ま
を
お

迎
え
す
る
こ
こ
ろ
を
も
っ
て
、

皆
様
に
歴
史
と
伝
統
を
堪
能

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
開
館
さ
れ
ま
し
た
。 

 

重
厚
な
屋
敷
構
え
や
建
築

物
、
華
麗
な
庭
園
や
家
具
調

度
は
歴
史
と
伝
統
の
深
さ
を

窺
わ
せ
、
美
し
く
整
え
ら
れ

た
空
間
か
ら
は
快
適
に
住
み

続
け
る
こ
と
が
文
化
を
伝
承

し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

最
近
ま
で
改
装
し
て
お
住

ま
い
に
な
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
の
内
装
材
を
取
り
外

す
と
建
築
当
時
の
姿
に
復
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財

を
保
存
し
な
が
ら
、
快
適
で

住
み
続
け
た
く
な
る
よ
う
美

し
く
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
11
月
は
庭
の
紅
葉
の

時
期
で
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。 

吹
田
市
立
博
物
館  

 

考
古
、
歴
史
、
民
俗
、
美

術
工
芸
等
に
関
す
る
資
料
を

収
集
し
、
保
管
し
、
及
び
展

示
し
て
市
民
の
利
用
に
供
し
、

そ
の
教
育
、
学
術
及
び
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
吹
田
市
地
域

教
育
部
生
涯
学
習
推
進
室
が

運
営
す
る
博
物
館
で
あ
る
。

学
芸
係
の
他
に
文
化
財
保
護

係
が
あ
る
。 

常
設
展
の
第
１
展
示
室
で
は
、

原
始
・
古
代
か
ら
現
代
ま
で

の
吹
田
の
歴
史
を
、
実
物
資

料
や
模
型
、
ビ
デ
オ
ガ
イ
ド

な
ど
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
い

る
。
第
２
展
示
室
で
は
、
古

代
窯
業
遺
跡
を
実
物
大
で
再

現
し
て
い
る
。
ま
た
、
特

別
展
示
室
で
は
、
10
月

22
日
か
ら
11
月
27
日

ま
で
吉
志
部
神
社
関
連
の

「
ど
ん
じ
祭
り
」
を
展
示

し
て
い
ま
し
た
。 

ど
ん
じ
祭
り
は
平
成
23

年
4
月
に
吹
田
市
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。 

 

Ｓ
・
Ｏ 

(

槻
輪
Ｈ
Ｐ
に
詳
し
く
の

っ
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ

さ
い
。) 
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２０１１年１月度行事予定 

変わり行く“大阪北ヤード” 

月 日： 平成２３年１月１８日（水曜日） 

集合場所：ＪＲ大阪駅最上階（４階相当）金銀の時計のある「時

空（とき）の広場」10:45 集合   

順 路：ＪＲ大阪駅→ＪＲ大阪駅北開発地区→新年会会場へ

→新年会 

そ の 他：1) 多くの会員の参加をお願いします。 

2) 新年の親睦会を予定しています。 

 

１２月度行事予定 

“ 建前（方針）を重んじたまち高浜を訪ねる ”： 旧吹田村 
月 日 ：平成２３年１２月１５日（木） 

集合場所 ：ＪＲ吹田駅 改札出口 １３：００ 集合 

順 路 ：ＪＲ吹田駅→旧西尾家住宅（吹田文化創造交流館）

（国重要文化財）→浜屋敷（吹田歴史文化まちづ

くりセンター）→高浜神社→ＪＲ吹田駅 

そ の 他：１）小雨決行です。（中止の場合は別途連絡します） 

２）旧西尾家住宅・浜屋敷では館内を説明して頂きます 

わ
が
ま
ち
紹
介 

" 

吉
志
部
の
古
い
集
落
と
紫
金
山
を
訪
ね
る "  

岸
部 

 

ＶＧ槻輪は寄付しました！！ 

○ たかつき春の市の売上金全額を“東日本

大震災義援金”へ 

○ 秋の市（フリーマーケット）の売上金を“和

歌山県平成23年台風12号災害義援金”へ 


